



























































































首都圏経済［悩む近郊都市 2 追いつけぬ施設 上］（42.10.29）
汚水ごみに泣く 道遠い処理場の完成








首都圏経済［ふくれる ・ドーナツ・ 東京圏の人口 上］（42.12.12）
東京がポンプ役 全国各地から吸収 周辺3県へ吐き出す 大半が23区に職場
首都圏経済［ふくれる ・ドーナツ・ 東京圏の人口 中］（42.12.13）
広がる通勤圏 周辺，軒並み急増 都心の空洞化現象進む















































































































































































































































































































































































青空駐車禁止へ 消防署が新作戦 車庫の確保 事実上ムリ
［郊外マンション花盛り 60キロ圏にも続々］（48.9.27）
周辺の千葉，埼玉，神奈川3県では，ついに都心から60キロ圏のマンションが続出し始めた。地価の高騰
や，都心の日照権紛争から，デベロッパーが郊外での建設に力を入れているためだが，通勤に1時間半から2
時間近くかかるのに，売れ行きは結構よいという。庭付き一戸建てに手がとどかなくなったサラリーマンは，
マンションすら，通勤限界圏ギリギリに追いやられてきたわけだ。
［分譲バス 集中的に見て回ろう］（48.10.1夕刊）
実情知るだけでも収穫 利用客同士で情報交換
住宅探しは意外に骨の折れるもの。建て売り，マンションとも売り出し現場はどんどん遠くなるし，好みと
予算とがピッタリ合った物件もなかなか見つからない。まして，これだけ分譲価格が高くなってくればそれだ
け入念な下見が必要になる。（中略）そこで，集中的に分譲現場を見て回る分譲地案内見学バスの利用を考え
てみてはどうだろう。
［難問かかえて ふくらむ通勤圏 ㊤］（48.10.27）
マイホーム求めどっと いまや70キロ圏まで
東京通勤圏が北関東に広がっている。地価の高騰で東京周辺をあきらめたサラリーマンが，千葉や埼玉県の
向こう側にマイホームを求めているためだ。人口増加で水，道路，学校などの財政負担に追われる地元市町村，
宅造計画とバラバラの輸送体制など，・遠すぎる通勤圏・に問題は山積している。
団地1［・青い目・の診断］（48.11.7）
画一性が生む競争意識 仮の住居，考え直す時
東京通勤圏に建てられた公団，公社，公営住宅は60万戸をこえ，いわゆる団地族は200万人を突破した。4
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階建て以上の民間マンションも60万戸（11/8に16万戸の訂正あり西脇注）に迫っており，住宅の主流は一戸
建てから次第に集合住宅（アパート）に移っている。（中略）画一的なコンクリートの ・巣箱・で暮らす団地
族の精神生活，行動が都市問題の中で占める比重は大きくなるばかり。団地はこのままでよいのか。コンクリ
ートのひだにかくされた団地のさまざまな断面を取り上げてみた。
団地2［・DK信仰・の功罪］（48.11.8）
「明るい台所」生む ゆとりは奪い去る
DKが公団団地の ・罪・なら，ステンレス流し台や洋式トイレは団地の ・功・である。ステンレス流し台は
初代公団総裁故加納久朗氏の主張で最初から採用された。これが量産化の起爆剤になり，明るい台所づくり
のキッカケになった。
洋式の水洗トイレも団地に採用され始めてから急速に普及，今日ではくわしい使用法を書いたレッテルも姿
を消した。下水道の整備を後押しする効果もあった。
このほか団地は雨戸，神棚，床の間など日本の住宅特有のものを追放した。これらは団地の ・功・なのか
・罪・なのか，議論の分かれるところだが，良かれ悪しかれ，団地が日本の住生活，住居観に革命的な変化を
もたらしたのは事実である。
団地3［第1号は25歳］（48.11.9）
緑に包まれ「健在」 冷ややかさ，月日が追放
東京都地図を手に取り，港区のところを開くと，都営地下鉄1号線泉岳寺駅の近くに「高輪アパート」があ
る。都営住宅第1号であり，わが国で初めて登場した団地だ。
団地4［人工の町脱け出す］（48.11.10）
新しいきずな模索 ミニコミを ・種火・に
東京の都心から西へ30キロ，人口41万人をめざす多摩ニュータウンがある。未来都市，実験都市と呼ばれ
たこともあったが，いまそんなバラ色の話は聞かれない。交通機関，病院，商店など整備されないまま，2年
前に入居が始まり，すでに28,000人が住んでいる。そしてことし1月，ガリ版刷りの雑誌「丘」が生まれた。
団地5［その平均像］（48.11.14）
多い夫婦と子1人 マイカーは3戸に1台
・団地族・と言えば，いまでは誰でも一定のイメージを持っている。これを日本住宅公団が45年に首都圏の
公団住宅を対象に行った調査から数字で裏付けると，次のような結果になる。
◇家族構成◇ 団地住宅の平均家族数は3.45人。夫婦と子供が1人ないし2人という世帯がほぼ70％を
占めている。
◇世帯主の勤務地◇ 東京へ通勤するサラリーマンが77.1％を占め，千代田，中央，港の都心3区への通
勤組が39.2％に達している。
この結果，通勤時間は平均77分で，1時間－1時間半が44％を占め，通勤1時間以内は21％。大阪圏の団
地族の平均通勤時間は62分，名古屋圏50分だから，首都圏が最も条件は悪い。
こうした数字から浮かび上がってくる団地族の姿はそのまま現在の都市サラリーマンの典型と見てよいだろ
う。
団地6［バス値上げ阻止］（48.11.15）
割り引き回数券引き出す
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湖北台団地のケースについて東京陸運局は「回数券は1000円単位が普通で2000円券（30円券76枚綴り西
脇注）というのは初めて。だから割引率（通常10％を14％程度割引西脇注）が高くなっても当然という見方も
できる」とこれが異例ではないことを力説する。
団地7［日照権紛争の波紋］（48.11.16）
太陽もカネ次第 公団は ・第三者・決め込む
東京都三鷹市にある住宅公団牟礼団地。近くに7階建てのマンションが建設されることを知って影響を受け
る棟の入居者が反対運動に立ち上がり，迷惑料1,300万円を受け取った。1世帯当たりにすると，30万円ちょ
っとになる勘定。ところがこの話し合いは家主の住宅公団の頭越しに行われ，また公団の方も「日照が奪われ
るといっても，ほんのわずかで問題ない」とむしろ日照問題そのものを認知しない態度をとっている。
団地8［家賃滞納1％］（48.11.17）
ローンに追われる
ちなみに，滞納者でカラーテレビのない家庭はほとんどないという。
家賃の滞納にも派手になっていく世相が反映しているようだ。
団地9［実験住宅に挑む］（48.11.21）
40年先読んだ設計
ゴミの真空輸送，CATV（有線テレビ），地域冷暖房 新住宅の ・三種の神器・をすべて採用しようという
意欲的な団地づくりが東京で進められている。
団地10［・学住一体・］（48.11.22）
用地不足が生む 交通事故の心配もなし
団地内に小学校を併設するのはいまでは常識になっている。だが，横浜市立浜小学校東分校のように住宅と
教室が同居しているケースは全国でも例がない。
「通学はエレベーターに乗って」ということになる。
団地11［スペース］（48.11.23）
心身むしばむ狭さ 求められる ・分離就寝・
同じ話を何度も繰り返す。神経痛がひどい，こんな老化現象は住宅の広さと大いに関係があるというレポー
トがある。東京都住宅局次長の山崎康平さんが東京はじめロンドン，パリ，ボンなど6都市を比較して明らか
にしたもので，「いまのような団地では将来どんな人間が育っていくか心配だ。住宅のシビルミニマム（最低
基準）は3LDK」と警告している。
［レジャー農園作り推進 神奈川県］（48.11.23）
来年まず5ヵ所に 農家に利子補給も
神奈川県は都市近郊農地の乱開発や荒廃を防ぐとともに，県民が手軽に土と親しめるようにするため，県内
各地で「レクリエーション農園」作りを進めることになった。近郊農家に援助して，農地を果実のもぎ取り園
や家庭菜園にするもの。
団地12［グリーン作戦］（48.11.25）
大木で即効ねらう 菜園が育てる緑への愛着
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公団がこのように団地の緑化対策に力を入れ始めたのはここ2，3年のこと。46年までは建設費の中にハッ
キリした「植栽費」がなかったため，資材の値上がりがあると，植栽費は真っ先に削られた。戸数の消化に手
がいっぱいで，・緑・まではとても手が回らなかったのである。
しかし，入居者の緑を求める声は強く，公団は46年度から一戸当たり67,000円の植栽費を固定し，緑の確
保もようやく重視されるようになってきた。
団地13［床暖房］（48.11.28）
公団「安く効率的」 それでも家賃は高くつく
暖房に対し長い間沈黙を守っていた住宅公団は長期特別分譲住宅を手始めに，暖房設備を採用することにな
った。「床埋め込み暖房方式」と呼ばれるユニークなもので，床から暖かい空気を送り込む。公団はこの方式
について特許を申請中で，公団始まって以来のクリーンヒットと，前評判はいい。
団地14［人と車を完全分離］（48.11.29）
事故防止のキメ手 住宅地に広がる新方式
公団や公営の団地は一応，老人と子供が安心して生活できる設計になっている。砂場，保育園，小学校，ス
ーパー，どこへ行くにも車に会わずに行けるように，歩道のネットワークが組まれている。地域全体にわたっ
て人と車の流れを完全に分離したこのような設計は「ラドバーン方式」と呼ばれ，今後，一般の住宅地にも広
がりそうである。
団地15［読者が作る新聞］（48.11.30）
無料，週刊20万部 共同生活の摩擦ほぐす
団地16［高層の住み心地］（48.12.1）
恐怖感なく快適 気になる火事車騒音
「狭い土地により多くの住宅を」と高層はふえる一方だが
団地17［ふれあい設計］（48.12.2）
路地で築く一体感
横浜市緑区の「桜台コートビレッジ」は45年度の建築学会賞に輝いた。新しい団地が続々建設されている
田園都市線青葉台駅周辺の東急多摩田園都市の中でも，ひときわユニークな集合住宅である。
団地18［全員賛成条項］（48.12.5）
建て替えをはばむ 時代遅れ，厳しい規約
団地19［カラー作戦］（48.12.6）
くすんだ灰色返上 新技術生かしうるおい
「団地の色ですか。われわれの間でも，あれは男性の下着の色みたいだと評判は悪いんですよ」住宅公団
のある設計マンがこう言って苦笑した。白か茶系統の団地の色彩は確かにこんな形容がピッタリする。
こんな色合いが基調になったのは戸数消化に追われ，色合いまで考える余裕がなかったことや，「住まいに
派手な色は禁物」という ・安全主義・の結果である。
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団地20［近所づき合い］（48.12.7）
きっかけが少ない 欲しいパブや図書館
東京都住宅局も「これからは団地づくりを地域住民のコミュニティーの拠点づくりという考えに立って進め，
住宅はその一部ということになる。これまでのように住宅だけ建てるのではなく，公園を団地の周辺に作って
以前から住んでいる ・旧住民・とのふれ合いを深くしたり，図書館のような文化施設も作りたい」と意欲的。
団地の人口密度は一般住宅地より2，3倍高い。そんな ・高密度社会・がいまのように息苦しくてはサラリ
ーマンも「自閉症」になるばかりである。
団地21［高密度で好環境］（48.12.8）
「逆Y字型」が解決 日照確保広場生み出す
地価がベラボウに高い既成市街地に団地 特に公的住宅を建てる場合，高層化，高密度化は避けられない。
地価の家賃へのハネ返りを防ぐためだ。高島平，大島など都内で行われた面開発による団地はみな14階クラ
スの高層団地で，人口密度も1ヘクタール当たり1,000人前後になっている。この中でいかに良好な住環境を
維持するか 川崎市の河原町団地はこの課題に答えた最初のものである。
団地22［絵ことば］（48.12.9）
表示にあたたか味
たとえばトイレ。黒と赤の男女の絵で示したあの表示が絵ことばである。天気予報は太陽とカサを使って晴，
雨などを知らせている。交通標識は言わずもがな。デパートの売り場案内も絵ことばが多い。
ところが，住宅になると使われているのはもっぱら数字。
子供たちが口笛を吹きたくなるような楽しい団地が待ち遠しい。
団地23［・団地三遷・］（48.12.12）
家族構成に合わせ 新しい住環境づくり進む
家族構成の変化とともに住みかえができれば……
団地24［パリからの警告］（48.12.13）
ふえた無気力主婦 人間本位の町づくり急げ
冷たい壁，同じ間取りに住む人々にしのびよるノイローゼの影を消すには……
日本の場合は，戸数消化主義が強く，ちゃちなショッピングセンター程度でお茶をにごしがち。建物の壁を
カラー化するとか，緑地を残すのが関の山。そんな小手先よりも，根本的に団地建設に当たっての人間本位の
ポリシーを打ち出し，これから建設する分については，人間心理を最も配慮した設計，入居者の選択などを行
うことが最も必要といえる。
（にしわき かずひこ 文化創造学科教授近代文化研究所所員教授）
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